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「九⼨名古屋帯 蛸唐草紋様」

唐草の葉が蛸の⾜のように⾒えることから名付けら
れた「蛸唐草」。

九⾕焼などの器に多く、平⾯的なその様を織によっ
て⽴体的に表現しました。

葉の濃淡は⾊ではなく、織の幅や⽷数を調整して奥
⾏きを表現。

今にも柄が動き出しそうな、⽣き⽣きとした躍動感
を⽣み出しています。



前は⽚腹で、2連の蛸唐草紋様に。

妖艶なミッドナイトの地⾊に銀⽷で施した唐草⽂様
がノーブルな輝きを放ちます。
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